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バーチャルリアリティ(VR)装置は、観測者をVR

空間に投入させ、あたかも目の前に物体が存在して

いるかのように感じさせる装置である。観測者の動

きに合わせてその物体が動いたり、コントローラー

で動かしたりすることができるので、プラズマ現象

を中から見たり外から見たり、様々な角度から観測

することができる。今回の報告では、このVR装置の

特徴を生かして、①没入型VR装置[1]を使ったシミ

ュレーションデータと実験装置データ、実験観測デ

ータの同時VR可視化、②デスクトップ型VR装置を

使った炉設計データの可視化について紹介する。 
①同時VR可視化 

LHD実験ではステレオカメラを設置して、ダスト

粒子座標の３次元時系列データの取得に成功した

[2]。VR空間内でダスト粒子軌道と磁力線の相関を

調べるため、実験観測データを直接読み込み、大量

のダスト粒子をスムーズにVR空間に表示するため

の可視化機能の開発を行い、既存の可視化ソフトに

組み込んだ[3]。図1では観察の様子を示し、図2では

3-Oポートのカメラから得たダスト粒子データを、

磁力線・プラズマ等圧面(HINT2データ)とともに真

空容器内に表示している。磁力線構造との対比を容

易に行うことができる。 

 
図１：VR装置で観察している様子。 

 
図２：ダスト粒子と磁力線(緑線)、プラズマ等圧面(マ

ゼンダ)、真空容器内部の同時VR可視化。 

②炉設計データの可視化 
 炉の組み立てにおいて、部品をどのように組み立

てるか、また、メンテナンスにおいて部品をどのよ

うに取り外すかは、設計の段階から考慮しておくこ

とが重要である。この作業シミュレーションを２次

元画面上で行うことは、奥行き情報の消失のため、

困難である。そこで、デスクトップ型VR装置(図３)
を導入した。この装置では、設計で使われている

CADデータをそのまま読み込むことが可能で、VR
空間の中で部品をつかんだり、回したりすることが

できる。また、干渉判定も備えているので、部品組

み立ての確認もできる。 

 
図３：デスクトップ型 VR 装置を使った FFHR 
CAD データの可視化。この写真は合成写真で、使用

者のみが VR 空間で CAD データを観測している。 
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